
レクリエーションの
充実化

～また来たいといってもらえるように～

みはるの丘浮島 3階東棟 ショートステイ



“また来たい”と思える
ショートステイにする。

今年度のユニット目標に掲げている「また来たいと思えるショート
ステイにする」を実現するために、レクリエーションの充実化を目
指していく。

・職員の能力の差により内容にも差が出てしまう。

・レクリエーションのマンネリ化

「つまらなかった」で
終わってしまわないように…



職員へのアンケート実施

レクリエーションの実施で感じている点や困っている点、実施においての提案

⇒アンケートから改善点を明確化

■ マンネリ化しており、バリエーションが欲しい。

■ 内容が職員任せになっている。

■ レクをやらない業務の職員は進行方法が分からない。



レクリエーションマニュアルの作成

■ レクリエーションの進行方法

■ 運動系、頭脳系レクリエーション等のマニュアルの作成

⇒マニュアルの作成後に実施



マニュアルから
実施したレクリエーションの様子

【ポーズでマッチング】
最初は皆困惑していたが「楽しかった」と言う感想は聞かれた。



マニュアルから
実施したレクリエーションの様子
【新聞槍投げ】
ショート利用者11名、入所利用者1名の計12名の6名ずつに分けチーム戦にて実施。

統一すべきかは利用者の状態にもよるがなるべく皆が同じ条件の方が良さそうだった。

皆が楽しんでチームメイトを応援したり、敵チームに敵意を見せる方などもいて楽しそうであった。





ユニット会議時に勉強会の実施

■ レクリエーション進行においての

ポイントやコツを学ぶ



レクリエーション通信の作成

■ 勉強会の実施が月一回の実施の為、補うために定期的に
お知らせを作成しユニット内で閲覧する。





まとめ アンケートの実施
マニュアルの作成後の評価、今後に向けての提案

■ マンネリ化がなくなった。

■ 問題点や改善点が出てくるのでより楽しめる工夫ができる。

■ 集団レクが難しい日もマニュアル内に、職員一人でも対応できるものがあるから良い。

■ マニュアルの作成、素晴らしい！取り組みの一つとして推していきたい！

⇒全職員からマニュアル作成後から

“マンネリ化がなくなった”と言う意見が挙がる。



まとめアンケートの実施
マニュアルの作成後の評価、今後に向けての提案

■ 盛り上げ役の職員がいて進行しやすくなった。

■ 職員の意識が変わり、午前のレクの実施が以前より多くなった。

■ 居室作りなど行っていたがなるべく補助としてレクに参加するようにしている。リー
ダーと補助で最低二人くらいでレクの時間を作れたらいい。

■ 担当者がレクに集中出来るよう、他の業務をしっかりフォローできれば、段取りのい
るレクもやり易くなるのでは。

■ 実際にD勤、L勤者がレクを実施する状況は変わっていない。

■ レク材の保管場所、マニュアルの更新、マニュアル内の分類（ゲーム系、頭脳系）を
していきたい。

■ 歌は身体にハンディのある方でも参加できるし、心肺機能、認知機能の維持にも役立
つとされている。歌にまつわる情報提供やクイズを取り入れて歌詞カードの追加した
い



今後の課題

■レクリエーションマニュアルの作成の継続

■個別レクの充実化

■どの職員もレクリエーションの実施ができ
るようにする



また来たい、みはるの丘。

職員全員のレクリエーションへの意識が変わり、以前よりレクリエーションの時間
が盛り上がった。

しかし、一番大事なのは利用者様の声。

介護に正解はない。

“また来たい”と思っていただけるように

これからも私達、3東職員は利用者様の声を大事にしていきたい。



ご清聴ありがとうございました！
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